
ＧＸが拓く北海道の未来

令和5年10月30日

北海道 ゼロカーボン推進監 今井太志
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■進む地球温暖化①（世界の気温変化）

 1880~2021年で気温は約0.81℃上昇。

 主な原因は、人間の生産活動・生活に由来する大気中の温室効果ガスの増加。

世界平均地上気温変化（20世紀の平均値との差）
（出典：アメリカ海洋大気庁(NOAA※)の公開データベース(R3.12時点）より作成 ）
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 産業革命以降、化石燃料の使用により徐々に大気中CO2濃度が増加。

 1960年以降の急激な濃度の増加は、化石燃料（石炭・石油・天然ガス）の使用

量増加に伴うもの

大気中の二酸化炭素濃度の推移
（出典：アメリカ海洋大気庁(NOAA）の公開データベース(R3.12時点）より作成 ）
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■進む地球温暖化②（世界のCO2濃度変化）
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北海道7地点（旭川、網走、札幌、帯広、根室、寿都、函館）の年平均温度差のこれまでの変化

出典：札幌管区気象台 自治体職員のための『適応』セミナー資料（2021年1月25日）

 道内の年平均気温はこの100年でおよそ1.6℃上昇。

 道内における短時間強雨（１時間降水量30mm以上）の発生頻度は、約30年

前と比較して約1.6倍に増加。

グレー線：年平均との差
青線：５年平均値
赤線：増加傾向

■進む地球温暖化③（道内の気温変化①）
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旭川：約1.9℃

札幌：約2.5℃

倶知安：約2.1℃

岩見沢：約1.9℃

室蘭：約0.8℃

帯広：約2.0℃

函館：約1.7℃

江差：約1.7℃

留萌：約1.6℃

網走：約1.4℃

稚内：約1.4℃

釧路：約1.7℃

根室：約1.2℃

浦河：約1.1℃

データ元：札幌管区気象台HP https://www.data.jma.go.jp/sapporo/bosai/publication/kiko/kikohendo2020/kikohendo2020.html

■進む地球温暖化④（道内の気温変化②）
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 年平均気温が100年あたりで、どれくらい上昇しているか



「ＧＸ」とはグリーントランスフォーメーションの略

産業革命以来の化石エネルギー中心の産業構造・社会構造を

クリーンエネルギー中心へ転換すること

■「ＧＸ」って何？

★脱炭素化社会の実現

★脱炭素分野で新たな
需要・市場を創出し、
経済成長を実現

＋ＣＯ2

＋ＣＯ2

－ＣＯ2

削減

クリーンエネルギー
CO₂をはじめとした温室効果ガス
を排出しない、または排出量を
抑えたエネルギーのことです。
（太陽光や風力、地熱といった
自然由来のエネルギー）
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太陽光発電
ポテンシャル

全国 １ 位

風力発電
ポテンシャル

全国 １ 位

中小水力発電

ポテンシャル

全国 １ 位

■ＧＸが拓く北海道の未来

北海道のクリーンエネルギー（再エネ）の

導入ポテンシャルは全国随一

地熱発電
ポテンシャル

全国２ 位
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風力

風力

天北ウィンドファーム
（稚内市）

30,000kW

紋別バイオマス発電（株）
（木質バイオマス）

50,000kW

畜産バイオガス発電所
（上士幌町）

2,270kW

森地熱発電所
北海道電力（株）

25,000kW

畜産
バイオマス

室蘭バイオマス発電所
（木質バイオマス）

75,000kW

すずらん釧路町太陽光
発電所

92,000kW

太陽光

地熱

地熱

地熱

太陽光

太陽光

畜産
バイオマ
ス

風力

石狩コミュニティウィ
ンドファーム

20,000kW

瓜幕バイオガスプラン
ト（鹿追町）

1,000kW

ソフトバンク八雲
ソーラーパーク

102,300kW

勇払エネルギーセンター
合同会社（木質バイオマス）

74,950kW

地熱

地熱

ソフトバンク苫東安平ソー
ラーパーク 111,000kW
ソフトバンク苫東安平ソー
ラーパーク２ 64,600kW

苫前ウィンビラ発電所
30,600kW

せたな大里ウインド
ファーム

50,000kW

リエネ松前風力発電所
40,800kW

畜産
バイオマス

ユーラス宗谷岬ウィン
ドファーム（稚内市）

57,000kW

■道内における再エネの導入例とポテンシャル

8



■道内の再エネ導入実績

 道内における再エネ発電量及び再エネ電源比率は年々増加傾向。

 2022年度の道内での再エネによる年間発電電力量は11,444,663MWhであり、年間

総発電電力量の34%を占める。
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再エネ導入実績（MWh）

再エネの割合（％）

道内における再エネ導入実績（年間発電量）と総発電量に対する再エネの割合

出典：電力調査統計（経済産業省資源エネルギー庁）

（MWh）

再エネ種 年間発電量（MWh）

水力発電 5,695,623

風力発電 1,240,506

太陽光発電 1,810,812

地熱発電 83,333

バイオマス発電 2,207,193

廃棄物発電 407,195

水力

49.8%

風力

10.8%

太陽光

15.8%

地熱

0.7%

バイオマス

（火力の内数）

19.3%

廃棄物

（火力の内数）

3.6%

再エネによる
年間発電電力量
（2022年度）

11,444,663 

MWh
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■北海道のＧＸを牽引する８つのプロジェクト

ＳＡＦ

海底直流送電

水素

データセンター

・本邦エアラインにおいて2030年まで
導入割合10％を目標

・苫小牧市で国内唯一のＣＣＳ
大規模実証実験が実施され、
ＳＡＦを含めた合成燃料生成が期待

・日本海ルート200万KW
については、2030年度を
目指して整備（国の「ＧＸ

実現に向けた基本方針」）

・国が九州とともに北海道をデジタル
インフラ整備の中核
拠点として位置づけ

・これまで43箇所の
データセンターが
立地（道庁調べ）

・大都市圏の札幌エリアや、
産業集積地での需要拡大
も期待

・国が水素基本戦略に掲げた
水素・アンモニア大規模
供給拠点の一つとなること
を目指す

・再生可能エネルギーに
よる発電の需給調整や
地域マイクログリッド
の形成

・製造設備の立地促進

蓄電池工場洋上風力関連産業

電気及び水素運搬船

・電気運搬船建造中のPower Ｘ社と
室蘭市が連携協定締結

次世代半導体

・ラピダス社の立地決定
総額５兆円規模の投資
が見込まれる（同社による）

Rapidus㈱作成資料
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 北海道の再生可能エネルギーのポテンシャルは全国随一。

 この再エネポテンシャルを背景に、北海道ではGX投資に向けた様々な取組が動き始めています。

・道内５つの「有望区域」で、
最大合計3.8GWの発電が見
込まれる

（出展）https://sumitomoelectric.com/jp/products/redox/cases



ＧＸ
Green

transformation

■８つのGXプロジェクトのつながり

洋上風力などによる豊富な

再生可能エネルギーによる電力
豊富な再エネ電力を、

次世代半導体工場やデータセンターで活用

水素やCO2から、SAF（持続可能な航空燃料）
などの合成燃料を製造

①本州への送電 (海底直流送電・電気運搬船)

②蓄電池による需要と供給の調整
③水素に変換 （水電解（電気の力により、水素・酸素に分解）で得られた水素

を発電や熱エネルギーに活用。 水素運搬船も活用）

転換にあわせて、

北海道経済の活性化、暮らしやすさの向上を実現

化石エネルギー中心の産業構造や社会構造を、

クリーンエネルギー中心に転換

対
応
策

再エネ電力は、
地域や自然条件の差による

変動が大きい

風力 太陽光 など
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●道内5区域が「有望な区域」に整理
➊ 石狩市沖
❷ 岩宇･南後志地区沖

❸ 島牧沖

●道内２区域が「準備区域」に整理
岩宇・南後志地区沖（浮体式）

島牧沖（浮体式）

➊

❷

❸

➍
➎

石狩湾新港洋上風力発電事業

・設備容量 8,000kW×14基 112,000kW
（連系容量99,990kW）

・運転開始：2023年12月（予定）
・事業会社：合同会社グリーンパワー石狩

稚内港

留萌港

石狩湾新港

室蘭港

１

１

２

３

２

４

４

３

洋上風力発電の導入
ポテンシャル風況情報

（年平均風速：高度140m）

7.0-7.5 m/s

7.5-8.0 m/s

8.0-8.5 m/s

8.5m/s 以上

■ＧＸが拓く北海道の未来【洋上風力発電】

１
２

１

２
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港湾区域における洋上風力発電

再エネ海域利用法による区域整理状況

基地港湾の指定意向を表明している港湾

➍ 檜山沖
➎ 松前沖

恵まれた風況を生かし、多くの計画が検討中



大消費地

脱炭素エネルギー
基地・北海道

直流送電
（相互）

400万ｋＷ
うち、200万ｋＷ
を先行整備

90万ｋＷ
→120万ｋＷ

200万ｋＷ
～最大400万ｋＷ

■ＧＸが拓く北海道の未来【海底直流送電網】
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海底直流送電ケーブルの2030年度を目指した

先行整備が国の「GX実現に向けた基本方針」に記載
⇒豊富な再エネを大消費地へ



Rapidusの立地決定
●令和5年２月28日、ラピダス社が北海道千歳市への立地を表明
●同社は、本道の豊富な再エネや良質で潤沢な水資源、自然に囲まれた広大な産業
用地といった立地優位性や、「ゼロカーボン北海道」などの道の政策を評価。

Rapidus㈱作成資料
次世代半導体製造拠点イメージ図
作図協力：鹿島建設

■ＧＸが拓く北海道の未来【次世代半導体】
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再エネ活用の

データセンターの集積
これまで43のデータセンターが立地

■ＧＸが拓く北海道の未来【データーセンター】

アジアでの

デジタル・通信のハブに
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■ＧＸが拓く北海道の未来【水素】
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（出展）子ども環境情報紙「エコチル」令和５年９月号


